
～ 財団法人 宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団 設立「順応的管理」への歩み ～

伊豆沼・内沼保全管理計画推進母体として財団法人が設立され
調査・研究に基づく保全活動が推進される
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H6：夏期渇水
　（伊豆沼2/5　内沼1/2）
　湖沼水質調査ワースト５入り

H2：食用油流入問題
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H10：導水試行
　8月増水でハス枯死
　戦闘機低空飛行
　タナゴ類皆無

H13：30数年ぶり結氷
　御神渡

H14：7月台風でハス水没枯死

H8：ブラックバス急増

H15：水面の大部分がヒシ
　ガガブタ沈水植物群も一部に分布
　出口部分　部分浚渫
H16：人工産卵床使用開始

H19：水面の約半分がハス群落　
　ハスのないところに浮葉植物
　沈水植物群落はごくわずか
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1988

1989

1990

1991
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1993

1994

1995

1996

1997

1998

1999

2000

2001
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2003

2004

2005

2006

2007

2008

　

H1

H5

H10

H15

H20

★財団法人宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団　設立

○伊豆沼・内沼サンクチュアリ構想

○県サンク（鳥館）開館
★第1回フォトコンテスト
○堤外地公有化事業（～H5)
■サンクチュアリセンター（淡水魚館）開館
＊ラムサール条約締約国会議（釧路市）
○伊豆沼・内沼環境保全対策基本計画策定
■サンクチュアリセンター（昆虫館）開館
＊大冷害

★第1回絵画展

■ウエットランド交流館開館
　　　　　　　○ラムサール10年

★日本の音風景100選に選定
■ラムサール公園完成

★マコモ軍団「水環境文化賞」受賞

○県サンク10周年感謝祭

○「伊豆沼・内沼環境保全対策推進
　委員会」設置

●自然再生推進法成立

●外来生物法成立

★バス・バスターズ注目される
　　　　　　　○ラムサール20年
＊市町村合併
★第1回研究集会

★「伊豆沼・内沼研究報告」創刊
●生物多様性国家戦略策定

＊岩手・宮城内陸地震
○H20.9.8  伊豆沼・内沼自然再生
　協議会発足
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33,715 
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29,035 
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28,954 

17,942 

36,402 

49,187 

40,135 
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59,146 
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40th Anniversary of Ramsar Site Designation

伊豆沼・内沼の歩み 2　1988年（昭和63年） ～2008年（平成20年）まで
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■平成2年（1990年）11月28日
　【河北新報】

■平成16年（2004年）4月13日
　【河北新報】

■平成14年（2002年）10月19日
　【河北新報】

〈研究集会の様子〉

40th Anniversary of Ramsar Site Designation

■平成4年（1992年）10月14日
　【河北新報】



40th Anniversary of Ramsar Site Designation

自然と人間の共存をめざして　

20

初代理事長　故 加　藤　陸奥雄
財団法人 宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団

「伊豆沼・内沼だより」創刊号より

　伊豆沼・内沼が、ガン・ハクチョウのほか多くの種

類のカモ類が渡来してくる冬鳥の楽園であることは今

更いうまでもありません。この地域が将来とも冬鳥た

ちの聖地であるように護りつづけていくことは私共の

責務でなければなりません。

　以前から地元の愛鳥家や野鳥研究者、更には自然保

護団体の方々が冬鳥たちに愛護の手をさしのべ、伊豆

沼・内沼管理協議会が環境保護の努力を続けられたこ

とは、すばらしいことで、こうした素地があったれば

こそ伊豆沼・内沼環境保全財団が設立されたのである

ことを思うにつけ、財団はこの沼の環境保全にかかわ

る事業を推進し、その活用をはかる整備事業を展開し、

関心をもつすべての人達を結ぶ絆となる行事を展開し

ていかなければならないと思っております。それにし

ても堤外水田の所有者の方々がその水田の公有化に協

力されたことは、たいへんありがたいことで心から感

謝いたします。

　さて、伊豆沼・内沼は、沼として必要な周縁湿地が

すべて干拓され、水域だけが堤防で囲まれているため、

沼の機能が失われつつあり汚染が進行しています。

　それを防ぐためには、周辺丘陵地帯の緑化を推進し

て水源涵養に役立て、沼に水の流れをおこさせ、白鳥

の餌となると同時に水の浄化に役立ち、更に水郷的景

観をかもしだすマコモ群落の育成をしなければなりま

せんし、餌を補足するために環境にやさしい給餌池施

設が必要です。ハスの栽培、水生植物園造成を含め、

四季を通じて美しい環境の整備をはじめ、それを活用

するための施設整備も推進しなければなりません。

　すでに若柳地区と迫地区にサンクチュアリセンター

が設立され、まもなく築館地区にも建設されます。

　ともあれ、自然と人間社会がみごとに融和された環

境保全事業が実現するめどがたったことは、うれしい

ことであります。すべての方々の心からのご支援とご

鞭撻を願ってやみません。
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マコモの再生

元研究室長　柴　崎　　　徹

　もともと、沖績平野の中にできた低湿地の伊豆沼・

内沼には、ヨシの前面にマコモが広く分布していた。

そのマコモが分布を狭め、急に少なくなったのには、

2 つのことがかかわっていると思う。１つは、戦後ま

もなくはじまった干拓によるもので、伊豆沼・内沼の

支湖の部分が干拓されて、マコモの生育適地が失われ、

主要な分布域が失われてしまったこと。もう１つは、

ハクチョウやガンなどの大型水禽類の越冬地が、都市

化の激しい仙台付近の低地湖沼を避けて、ちょうど温

暖化によって冬季の凍結をまぬがれるようになってい

た、ずっと北の伊豆沼・内沼に越冬地を変え、干拓の

後にまで残っていたマコモを多くの鳥が好んで採餌し

たためである。

　ヨシとマコモは、湖岸の浅瀬に生える抽水植物だが、

ヨシが陸側の比較的硬い土壌のところを好むのに対し、

マコモはそれより軟らかい泥質を好んで白く太い地下

茎を伸ばして増え、互いに棲み分けている。ハクチョ

ウなどが食べるのは、このマコモの白く太い地下茎で、

地下茎の位置が水深５０ｃｍ程度でも、長い首と、時

には体を倒立して掘り出す。したがって、深いところ

のマコモはハクチョウ専用の食餌植物になっている。

　財団が発足し、サンクチュアリセンターができて、

最初に取り組まれたのがマコモの再生にかかわる事業

であった。それらを整理して掲げると次のようになる。

　１　マコモ種子の採取及び保存法の検討

　２　マコモ種子の発芽試験と直播き試験

　３　マコモ田の造成と管理

　４　マコモ田におけるハクチョウの採餌状況の調査

　５　湖内のマコモ適地の測量選別と移植法の検討

　６　マコモ田からの湖内移植事業

　７　浮マコモの回収とマコモ田における養生

　８　浮マコモの湖内移植事業

　特に公有化された湖内の水田の多くが、マコモの増

殖におけるさまざまな場面で、有効に活用された。例

えば、４に挙げたようにオオハクチョウによる一日の

マコモ採餌量を推定していくのに、均一の密度で植栽

されたマコモ田をつくり、失われていくマコモの数量

とオオハクチョウの入り込み数から求めたりもできた。

　これらのマコモの事業については、財団の遠藤泰男

さんと私が担当して進めたが、実働部隊として伊豆沼・

内沼周辺の農家の方々からなる、ほぼ常時お手伝いを

頂く体制―「マコモ軍団」と呼んでいたーが組織化さ

れていたことが大きかった。マコモの湖内移植事業は、

年を経るごとに少しずつ規模を拡大し、１９９６年以

降は移植面積が３０ h a を超えるまでになった。また、
１９９８年には、試験田から掘り出した大型のマコモ

を大河原町や白石市の白石川河川敷のハクチョウ飛来

地に移植する事業も行われた。

　マコモの湖内移植について、“どうせ全部食べられ

てしまうなら、植えてもしょうが無いのでは・・・”

という声もあった。当時、財団の理事長だった加藤陸

奥雄先生は、“一生懸命植えていれば、いつかは食べ

残すようになる筈です。人間（伊豆沼・内沼に関わり

を持つ私たち）が自然（伊豆沼・内沼のこと）にその

くらいのことをしても罰は当たらないでしょう”とに

こやかに話された。

　一方、マコモを積極的に活用した水質浄化にも取り

組んだ。伊豆沼・内沼の水質汚濁源のひとつに給餌池

が挙げられていたからである。そこで給餌池の下流に

汚濁水を溜める副池を設け、マコモの植えた長い水路

をもつ浄化田に少しずつ流して植物浄化を図った後に

伊豆沼に流す仕組みの給餌池をつくり、「保全型給餌

池」と名付けた。保全型給餌池の浄化効果は抜群であっ

た。鳥の糞と残留する餌によって汚れた水と、浄化田

を長く通した出口の水とでは、水質に大きな差があり、

それは肉眼でも確認できた。マコモが水深浄化におお

きな関わりをもつ水生植物であることは、すでにいく

つかの報告があるが、そのことが保全型給餌池でもよ

く示された。これは、給餌池の水質汚濁対策のひとつ

の方法として全国から注目を集めることになった。

　財団がマコモの湖内移植に取り組んでいるとき、こ

の事業へのうれしい後押しもあった。１９９７年、環

境庁が財団に対して権威ある「水環境賞」を贈ってく

れたのである。さらに、その２年後には水環境学会が

「マコモ軍団」に「水環境文化賞」を与えてくれたこ

とである。これは、１９９６年“伊豆沼・内沼のマガ

ンの飛び立ち”が環境庁による「日本の音風景１００

選」に指定を受けた以上に、マコモ湖内再生への励み

になった。

　狭められた湿地に、人や自然からの大きな負荷がか

かる伊豆沼・内沼は、私たちが描いてきた理想の姿に

はまだまだ遠い状態なのかも知れない。しかし、ひと

つひとつの課題への飽くなき追求とそれらの積み重ね

こそが、その理想への新たな展開を生む、唯一の原動

力であることも忘れてはいけないのではないだろうか。

財団法人 宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団
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　もともと、沖績平野の中にできた低湿地の伊豆沼・

内沼には、ヨシの前面にマコモが広く分布していた。

そのマコモが分布を狭め、急に少なくなったのには、

2 つのことがかかわっていると思う。１つは、戦後ま

もなくはじまった干拓によるもので、伊豆沼・内沼の

支湖の部分が干拓されて、マコモの生育適地が失われ、

主要な分布域が失われてしまったこと。もう１つは、

ハクチョウやガンなどの大型水禽類の越冬地が、都市

化の激しい仙台付近の低地湖沼を避けて、ちょうど温

暖化によって冬季の凍結をまぬがれるようになってい

た、ずっと北の伊豆沼・内沼に越冬地を変え、干拓の

後にまで残っていたマコモを多くの鳥が好んで採餌し

たためである。

　ヨシとマコモは、湖岸の浅瀬に生える抽水植物だが、

ヨシが陸側の比較的硬い土壌のところを好むのに対し、

マコモはそれより軟らかい泥質を好んで白く太い地下

茎を伸ばして増え、互いに棲み分けている。ハクチョ

ウなどが食べるのは、このマコモの白く太い地下茎で、

地下茎の位置が水深５０ｃｍ程度でも、長い首と、時

には体を倒立して掘り出す。したがって、深いところ

のマコモはハクチョウ専用の食餌植物になっている。

　財団が発足し、サンクチュアリセンターができて、

最初に取り組まれたのがマコモの再生にかかわる事業

であった。それらを整理して掲げると次のようになる。

　１　マコモ種子の採取及び保存法の検討

　２　マコモ種子の発芽試験と直播き試験

　３　マコモ田の造成と管理

　４　マコモ田におけるハクチョウの採餌状況の調査

　５　湖内のマコモ適地の測量選別と移植法の検討

　６　マコモ田からの湖内移植事業

　７　浮マコモの回収とマコモ田における養生

　８　浮マコモの湖内移植事業

　特に公有化された湖内の水田の多くが、マコモの増

殖におけるさまざまな場面で、有効に活用された。例

えば、４に挙げたようにオオハクチョウによる一日の

マコモ採餌量を推定していくのに、均一の密度で植栽

されたマコモ田をつくり、失われていくマコモの数量

とオオハクチョウの入り込み数から求めたりもできた。

　これらのマコモの事業については、財団の遠藤泰男

さんと私が担当して進めたが、実働部隊として伊豆沼・

内沼周辺の農家の方々からなる、ほぼ常時お手伝いを

頂く体制―「マコモ軍団」と呼んでいたーが組織化さ

れていたことが大きかった。マコモの湖内移植事業は、

年を経るごとに少しずつ規模を拡大し、１９９６年以

降は移植面積が３０ h a を超えるまでになった。また、
１９９８年には、試験田から掘り出した大型のマコモ

を大河原町や白石市の白石川河川敷のハクチョウ飛来

地に移植する事業も行われた。

　マコモの湖内移植について、“どうせ全部食べられ

てしまうなら、植えてもしょうが無いのでは・・・”

という声もあった。当時、財団の理事長だった加藤陸

奥雄先生は、“一生懸命植えていれば、いつかは食べ

残すようになる筈です。人間（伊豆沼・内沼に関わり

を持つ私たち）が自然（伊豆沼・内沼のこと）にその

くらいのことをしても罰は当たらないでしょう”とに

こやかに話された。

　一方、マコモを積極的に活用した水質浄化にも取り

組んだ。伊豆沼・内沼の水質汚濁源のひとつに給餌池

が挙げられていたからである。そこで給餌池の下流に

汚濁水を溜める副池を設け、マコモの植えた長い水路

をもつ浄化田に少しずつ流して植物浄化を図った後に

伊豆沼に流す仕組みの給餌池をつくり、「保全型給餌

池」と名付けた。保全型給餌池の浄化効果は抜群であっ

た。鳥の糞と残留する餌によって汚れた水と、浄化田

を長く通した出口の水とでは、水質に大きな差があり、

それは肉眼でも確認できた。マコモが水深浄化におお

きな関わりをもつ水生植物であることは、すでにいく

つかの報告があるが、そのことが保全型給餌池でもよ

く示された。これは、給餌池の水質汚濁対策のひとつ

の方法として全国から注目を集めることになった。

　財団がマコモの湖内移植に取り組んでいるとき、こ

の事業へのうれしい後押しもあった。１９９７年、環

境庁が財団に対して権威ある「水環境賞」を贈ってく

れたのである。さらに、その２年後には水環境学会が

「マコモ軍団」に「水環境文化賞」を与えてくれたこ

とである。これは、１９９６年“伊豆沼・内沼のマガ

ンの飛び立ち”が環境庁による「日本の音風景１００

選」に指定を受けた以上に、マコモ湖内再生への励み

になった。

　狭められた湿地に、人や自然からの大きな負荷がか

かる伊豆沼・内沼は、私たちが描いてきた理想の姿に

はまだまだ遠い状態なのかも知れない。しかし、ひと

つひとつの課題への飽くなき追求とそれらの積み重ね

こそが、その理想への新たな展開を生む、唯一の原動

力であることも忘れてはいけないのではないだろうか。

畑岡小学校の生徒たち
が植えた湖内のマコモ

広くマコモの植えられた湖岸

マコモ田に入るオオハクチョウ
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　私は、登米市迫町で生まれ育ちました。広大な田畑

が広がる田舎ですので、幼少期は常に自然を感じなが

ら成長しました。

　私の家の周辺には、ラムサール条約に登録されてい

る「伊豆沼・内沼」があります。物心がついた頃に、

散歩をしながらハクチョウに餌をあげに行っていた記

憶があります。皆さんが想像するハクチョウの餌は、

どんな物でしょうか。当時の私が持って行った餌は、

「食パン」です。これは、野鳥に与えるのは良くない

物とされています。生態系を狂わせる可能性があると

いうことも知らない年頃でしたので、沢山食べてくれ

る姿を見て、子供ながらにただひたすら喜びを感じて

いました。

　さて、そんな私が小学生の頃にある体験をきっかけ

に野鳥や沼の生態系を学びました。ある体験とは何か

というと、授業の一環として行われた「マコモ植え」

です。実施場所は伊豆沼でした。私はよく、夏に開催

される「はすまつり」で遊覧船に乗っていたので、船

上からの沼の様子は知っていましたが、マコモを植え

る為に沼の中に入ることが出来るというのを聞いた時、

ワクワク感でいっぱいでした。マコモ軍団の方から説

明を受け、泥に足を取られながら植えていきました。

昔の田植えのように、手でひとつひとつ泥の中に差し

込んでいくのですが、斜めに植えられたのもあれば密

集して植えられている所もあり、子供達の植え方にも

個性があって面白かったです。途中で、生息していた

ヒルに足を噛まれたり、今ではなかなか体験できない

であろう、リアルな体験をし、沼の中の生物を友人と

楽しく観察が出来、記憶に残る思い出となりました。

そして、私はマコモ植えをきっかけに、ラムサール条

約についてや、自分達の手で植えたマコモの根っこが

ハクチョウの餌になる事、沼の水質改善に繋がるとい

う事など、学ぶことがとても多く、身に染みる体験を

させて頂いた事に感謝の気持ちで一杯です。過去の私

がハクチョウにあげていた餌については、マコモを植

えた事で罪償いが出来たのではないかと、大人になっ

た私は、そう思いました。

　余談ですが、私の住んでいる地域では、この様な活

動の他にクリーンキャンペーンも行っています。クリ

ーンキャンペーンとは、いわゆるゴミ拾いです。沼周

辺の茂みなどに、空き缶・ビン・タバコの吸い殻・プ

ラスチック製のゴミが沢山落ちています。さらに、粗

大ゴミやタイヤなんかも捨てられています。綺麗にし

てくれる人達がいるのに、再びゴミが落とされている

のを目の当たりにすると、非常に残念な気持ちになり

ます。沼をメインにして見る、四季折々の景色は県外

からも見に来るほどの見物ですので、この景色をより

良くし、守り続けて行く為にも、ゴミは絶対に捨てな

いで欲しいと、切実に願っています。

　最後になりますが、身近な環境について知る・学ぶ

きっかけが、もっともっと増えていくと良いなと私は

思います。マコモ植えやクリーンキャンペーンといっ

た活動を通して自ら環境についてや身近にいる生物を

調べたくなる意欲が自然と湧きますし、自然を大切に

する行動が出来る人が増えていくのではないかと思い

ます。ぜひ、沢山の人に携わってもらいたいです。

鈴　木　えり菜

マコモ植え
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元マコモ軍団　田　代　秋寶治
大　場　　　勇

マコモ軍団での思い出

　鈴　木　詩　乃

小学生のころ

　子供の頃は、伊豆沼で泳ぎ、スケートをした。ハク

チョウもガンも少ししかいなかったし、ハスもヒシも

今の３分の１くらいしかなかった。

　ウナギやエビも良く採れていて、親父が夜にカンテ

ラをつけて漁をしていた。水底の泥の厚さが格段に厚

くなっている。ハスのせいかな。きれいな水が入らな

くなってせいで、水が濁り始めたように思う。沼周辺

の田んぼは、毎年のように増水し、船で稲刈りした経

験も思い出される。

　マコモ軍団と言われているが、マコモを植えた軍団

の皆さんは、亡くなってしまって誰も残っていない。

マコモを植えるのは、人力だけだった時代なので、大

変だったと思う。地元の小学生と一緒にやったようだ。

　経験した小学生は、もう３０代かな。

　我々は、マコモ植えより、バス駆除が大変だった。

ショッカー１回で３０匹以上のバスが捕れた。バス駆

除のおかげで、最近は、エビやウナギも捕れるように

なってきている。

　もう少し水がきれいになって欲しい。誰か漁をして

くれれば・・・。

　私は、伊豆沼・内沼・長沼に囲まれた自然豊かな地

域で育ちました。伊豆沼・内沼は、国際的に重要な湿

地を保全する「ラムサール条約」に登録され、白鳥や

ガンの生息地として世界的に有名です。

　私が小学生の時には、地域に根付いた行事が沢山あ

りました。農作業体験や田んぼの生き物調査等で学ぶ

「田んぼの学校」、冬に飛来する白鳥のためにマコモを

植える「白鳥タイムⅠ」、冬に飛来して来た白鳥やガ

ンと触れ合う「白鳥タイムⅡ」。その中でも特にマコ

モ植えは印象深いです。マコモ植えは白鳥の餌となる

マコモを、裸足になり全員で一列になって伊豆沼に植

えていくのですが、友達と一緒に「うわ～つ！」「気

持ち悪い～！」「こんなの本当に白鳥が食べんの～？」

と大騒ぎをしながら植えました。手作業でする田植え

のように、マコモの苗を持って真っ直ぐ突き刺すよう

にして植えるので、小学生の私でも簡単に出来ました。

沼に足を入れた瞬間の、あの感触は今でもハッキリと

思い出すことが出来ます（ひんやりとして沼に足を奪

われる感じが・・・なんとも言えない・・・）。冬に

は自分達が植えたマコモを食べに数多くの白鳥がシベ

リアから飛来して来た姿を見て「これはうちらが苦労

して植えたんだ！来年も食べに来てよ！」と思った記

憶があります。先生・生徒・地域の方々が、力を合わ

せて白鳥のためにマコモを植える体験は、小学生の私

にとって、とても楽しく良い思い出になりました。

　大人になった今でもマコモ植えをはじめとした、自

然と触れ合い学んだ経験はしっかりと記憶に残ってい

ます。私たちの地域でしか出来ない、他では絶対に体

験できないような貴重な経験が出来て、今思えば私は

幸運な小学生でした。マコモを植えている際に尻もち

をついて泥だらけになったこと、ヒルに血を吸われた

ことは苦い思い出ですが・・・。



　この度伊豆沼・内沼がラムサール登録湿地認定４０

周年を迎えますこと、心からお慶び申し上げます。

　現在、伊豆沼・内沼は、マガン・ハクチョウ等１０

万羽以上の渡り鳥が飛来し、夏はハスの花が咲き誇っ

ています。この当たり前の風景は、登録以前から地元

の住民や保全団体が保全活動を始め、その後行政や環

境保全財団が加わり、長期にわたり、沼の環境保全に

真摯に取り組んできた賜であり、敬意を表します。

　さて、私たち友の会は、これまで３２年間県サンク

チュアリセンターの自然体験講座等に協力して参りま

した。この講座の全国からの参加者は、沼の豊かな環

境と渡り鳥の迫力に魅了されます。また、４４年間続

いているクリーンキャンペーンに参加する大勢の地区

住民等からこの沼に対する愛情を感じます。

　この地域は、農業・漁業が昔から行われ、この生業

が沼を維持管理してきました。しかし、近年漁業は、

ブラックバス等外来魚の影響により、生業として成り

立たず、沼の味覚が失われつつあります。一方で自然

再生事業により外来魚の駆除に成功し、徐々に在来魚

の増加が見られます。

　沼の更なる魅力の向上には、沼の味覚は欠かせませ

ん。友の会では、秋に「伊豆沼芋煮会」を開催し、沼

のエビやナマズを料理し、参加者に喜ばれております。

今後、このイベントを広く地域に開放し、多くの方々

が沼の恵みを味わえる契機としたいと考えおります。

　今後とも微力ながら沼の魅力の普及に協力して参り

ます。

会　長　白　岩　　　亨

友の会の活動を通じて
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マコモを植える小学生
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宮城県伊豆沼・内沼サンクチュアリ友の会


